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【はじめに】 

繁殖牛や育成牛を取り扱う農家では，体重測定などの日常管理や出荷時のトラックへの

積み込みなど，様々な場面で，人が牛を移動させる機会が多くあります。特に，放牧管理

においては，牛を捕獲, 誘導することが多くなりますが，人に対する反応は個々の牛によ

って大きく異なります。したがって，これら捕獲・誘導作業の負担軽減策，すなわち管理

者による家畜の取り扱い易さの改善が，高齢化の進む畜産農家において注目されていま

す。 

これまでにも，取り扱い易い家畜にするための馴致処理やロープ誘導に関する報告は数

多くされています。たとえば，小迫ら（2000）は，黒毛和種育成子牛に対する生後 7 日

間の初期誘導訓練と併せて人工哺乳を実施することにより，人への親和性が高まり，育成

期のロープ誘導作業が容易になると報告しています。また，出生直後の 3日間や，哺乳期

に馴致処理を行うことで，人への恐怖が緩和され，扱い易い子牛になることも報告されて

います（小迫ら 1999；安部ら 2001）さらに，生後 10 日間の接触処理によって肉用牛の

人に対する攻撃性がなくなること，生後 3カ月間の飼育管理において人と接触がある場

合，その後の取り扱いが容易になることも明らかになっています（Boivin ら 1992，

1994）。このように，人への馴致効果を高めるためには，「感受期」と言われる生後初期の

社会性が形成される時期における訓

練が, 対人馴致のゴールドスタンダ

ードとされています。 

一方で，これらの馴致効果を左右

する要素として，個体差の問題が指

摘されています。高倉ら（2013）

は，出荷間際の育成牛の誘導訓練に

おいて，訓練により一定の馴致効果

は認められるものの，個体による差

は最後まで残ることを報告していま

す（図 1）。特に和牛子牛の場合, 

図 1 高倉ら（2013）による育成牛の誘導実験. 

訓練により誘導にかかる時間が収束していくが，

個体による違いは最後まで残る。 
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生後しばらくの間は母牛と一緒に過ごすことが多く，人に対する反応も母牛の影響を受け

る可能性も指摘されています（上田 2001）。これまで，私たちの研究グループでは放牧管

理における家畜牛の取り扱いやすさを改善するため，馴致時期やその方法，またその基礎

となる牛の性質に関する研究を実施してきました。今回は，その中で得られた成果を交え

ながら，子牛の対人反応に及ぼす母牛の影響について，母牛の対人反応特性との関連性か

ら解説したいと思います。 

 

【人に対する反応から馴致効果を測定する】 

 人に対する動物の反応，すなわち対人反応は，飼養されている動物が，いかに人に馴れ

ているかという指標というだけでなく，飼養者が普段家畜に対してどのように接している

のか（乱暴に接していないかなど）という，ケアの質を評価するための指標としても注目

されています（Waiblinger ら 2003, Windschnurer ら 2009）。 

評価指標には，これまで様々な手法が開発されていますが，評価環境を選ばず，最も一

般的に用いられている指標として，Flight distance（フライトディスタンス：逃走距

離・逃避距離・逃走開始距離）があります。これは，評価者が対象家畜に接近した際に対

象家畜が逃走を開始したときの評価者と家畜の間の距離を指標とするものです。測定に際

して評価者は， Flight distance が測定できるように対象牛から十分な距離を取るととも

に，距離計測精度を一定に保つために，測定する際は評価者と対象家畜の測定部位を決め

ておく必要があります（評価者のつま先と対象家畜の前肢など）。家畜への接近方向や接

図 2 Flight distance. 

牛が逃走を開始した地点と人との距離（矢印）から計測する。 
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近速度により，反応が変化することも報告されていることから（Kosako ら 2008），測定時

は事前に手法の確認も必要となります。 

 

【個体により異なる Flight distance】 

個体の Flight distance を測定する場合は，1個体につき何度か測定する必要がありま

す。なぜなら，行動反応は測定状況により誤差がつきものだからです。そうして測定した

結果が，図 3になります。今回は特に馴致をしない中での測定を行いましたが，やはり個

体により Flight distance が異なることが分かります。現状では平均 0m と非常に慣れて

いる個体から 5m 以上と人を全く近寄らせない個体もいますが，今後馴致訓練を行ってい

くことにより，この個体差がある程度収束していくものと考えられます。一方で，個体毎

の Flight distance を見てみると，一部の子牛で各測定回の評価値に 5m 以上差が出てし

まうものも見られましたが，おおむね中央値±1m の範囲となっており，対人反応特性は親

子とも比較的安定しているものと考えられました。 

Fl
ig

ht
 D

is
ta

nc
e 

(c
m

) 

図３ Flight distance の個体差 

上段が母牛で，下段が子牛の Flight distance を示している。 
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【母牛の対人反応特性は子牛に影響するのか】 

母牛の対人反応特性と子牛の反応特性の関係について，上述の親子間の Flight 

distance の相関関係から見たところ，有意な正の相関関係が認められました（R=0.582, 

N=11, P<0.05:図 4）。同様の結果は，別の年の調査結果においても確認されており，母牛

の対人反応特性は何らかの形で子牛に影響している可能性が考えられます。 

さらに興味深い結果が図 5になります。左が異なる年度間で計測した同じ母牛の Flight 

distance の関係を示しており，右が同じ母牛から生まれた異なる年度の子牛の Flight 

distance の関係です。いずれも正の相関関係が認められており，年度が異なっても個体の

対人反応特性が変わらないこと，さらに同じ母牛から生まれた子牛は，やはり同じような

行動特性を持つ傾向が見られる可能性があることが示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 親子間の Flight distance の相関 

図 5 同じ母牛における Flight distance の経年関係(左)と    

同じ母牛から生まれた子牛の Flight distance の関係(右) 
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【まとめ】 

今回の研究は，取り扱いやすさの基礎となる牛の対人反応特性を明らかにする目的で実

施しました。調査でも確認されたように対人反応に個体差が少なからず存在する中で，ど

のような馴致手法によって，取り扱いやすい牛へと訓練していくのか，というところが今

後の技術的課題かと思われますが，子牛の対人反応特性が母牛の影響を受けやすく，取り

扱いやすい母牛を選ぶことで馴致しやすい子牛が選別できる可能性が示唆されたことは，

馴致効果を高めるうえでの貴重な基礎情報となるものと考えられます。今後，より簡易に

行動特性を選別できる手法などを開発できれば，現場レベルで飼育管理条件に合わせた牛

の選定等への応用も期待できるもと考えられます。 

なお，本発表の一部は，生研センター革新的技術緊急展開事業(AI プロ)「AI や ICT を

活用した周年親子放牧による収益性の高い子牛生産技術の開発」(2017-2020)において取

り組んでいるものです。 
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